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鉄筋降伏後も荷重が増加することや、荷重一鉄筋ひず
みの関係においても、鉄筋降伏荷重近くでは実験にお
ける鉄筋ひずみの増加が、解析よりも大きいことなど
でこの影響が現れていろ。
(4)D-l9を用いた鉄筋コンクリートばり
つぎに、、-19の鉄筋を用いたはりについて結果を示
す。図－１９には荷重一変位関係を、図－２０には荷
重一鉄筋ひずみ関係を、図－２１と図－２２にはクラ
ック状況を示す。このはりは鉄筋比が大きいため、鋼
繊維の混入率にかかわらずすべてせん断破壊をした。
しかし、図－１９と図－２０により、鋼繊維の効果は
それほど大きくないことがわかる。また、解析におい
ても、はりがせん断破壊をおこすまではよくその挙動
をとらえているが、せん断破壊については本研究の現
状の解析法では追跡できない。
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本研究では、鋼繊維補強鉄筋コンクリートの変形挙
動解析の手法の１つとして、弾塑性有限要素法の適用
の妥当性を検討したものである。その結果、つぎの点
が明らかとなった。
（１）両引き試験より得られた結果を鋼繊維補強コン
クリートの引張応力－ひずみ関係とすることが可能で
あり、ひび割れ開始後の鋼繊維の耐力低下を変位増分
解析による応力解放の繰返しとみなすことによって有 Ｓ上ｒａｉｎ〔xlO-G）
､19鉄筋のSFRCばりの荷重一ひずみ関係限要素モデルに採り入れることの妥当性が検討できた。図－２０
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図－２１引張ひずみの状況
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図－２２，１９鉄筋のＳＦＲＣばりのひび割れ状況（実験）
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（２）本解析によってＴｅ侭ionstiffenin8（引張硬化）現象を考慮して解析することが可能であり、銅繊
維左混入しないＲＣばりにおいて、その妥当性が確認できた｡
（３）鉄筋比の小さい日庚筋コンクリートばりでは、実験において、たわみ量の減少、ひび割れの分散など鋼
繊維の効果がよく現れ、解析においても同様な傾向を把握できた。
（４）鉄筋比の大きいBk筋コンクリートばりでは、せん断引張型の破壊を示し、鋼繊維による効果はせん断
耐力の増加にあらわれる．解析においても、せん断力によるクラックの発生がうかがえるが、せん断引張破
壊を予泪することはできず、せん断破壊をするはりの解析手法については、今後さらに検討が必要である。
（５）餌■帷の混入による最大の利点とされているじん性の改善については、本研究でのモデル化の範囲で
は評便できない。このじん性評価については大きな変形まで追跡できる新しい有限要素モデルが必要である
と考えられ、今後の聾題であろう。
以上、本研究において提案したモデル左使用すれば、鉄筋比が小さく、曲げ破壊を起こすようなものにつ
いては、餌袋雄混入による効果を解析的に求め得ることが十分可能であることが確認できた。さらに、せん
断引狙破壊やじん住の評価に対してモデルを検討するとともに、他の繊維を含む繊維補強コンクリートの有
限要素モデルを検討することにより、今まで構造要素だけに着目してきた繊維補強コンクリートの解析がよ
り袖雌な形状をもつ構造物に対しても可能となるであろうと確信していろ。
最後に、本研究を進めるにあたり有益な助言をいただいた金沢大学工学部吉田博教授に感謝いたします。
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